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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・昇格試験が7/23～7/25あります。受ける日をSGMに伝えましょう。

・8月のプログラムテキストの〆切は7/16（水）です。

＜利用者様情報＞

繁名　和恵　様～本日朝より吐気があったと話しており､11時頃にトイレで嘔吐。少し黒い水のような嘔吐物を少量吐いている。他に不調はないとのこと。静養室で休んでいただいている。その後すぐに｢良くなった｣等と話してプログラムに参加している。

古舘　ヨリ　様～昨晩22：00～翌3：00の睡眠で、倦怠感・眠気があるとのことで表情に冴えなさが見られている。「環境が変わったから寝れないべが」と話されている。また､他入居者が起きると､自分も起きないといけない気がするとのことで､気にせず眠っても良いことを説明。1時間程仮眠をとってはどうかと促がすと仮眠をとっている。その後確認すると､｢やっぱり眠気とれない｣と話している。

また、高橋洋子様に盗られた傘を譲った件について、「諦める」と話されてるが、相手から相談があると「そうかあ」と応じている。解決した後は、表情がすっきりしている。

清水頭　翼　様～今週の診察にて､仕事をしたいと話していたとのことで､本人と仕事について話をする。母親より､｢仕事できないのか｣と言われ､やってみようかと考えたと話している。これまでは､土木関係等の仕事を関東･仙台市等で転々としたことがあるとのことで､仕事は7年程前に発病してからはしていないと話している。どんな仕事がしてみたいか聞くと､｢体を使う仕事が良いな｣と話す。すぐに一般就労を目指すのではなく､就労継続支援施設等で訓練を受けてからステップアップしていく方法について説明し､了解を得る。また､保護者の意見も聞きたい為､保護者にも聞いていいか確認し､了解いただく。来週､デイケア職員より主治医へ相談した後に､詳細について面談を行っていくこととした。

高橋　洋子　様～通所利用について、デイケアの利用へ移行する方向で決めたと話されている。援助金が減額されたとのことで、利用料が心配であると話すため、自立支援制度を使っているのであれば、週5回でも月の支払いは変わらないことを説明。本人納得している。

また、娘が「眠剤を減らせ」「胆石の薬を無くせ」と内服について口を出してくると訴えあり。以前、娘様の意向で眠剤を減らされたことがあったが、問題なく眠れていると話されている。担当医に相談の上調整するのであれば、自分の体調をありのまま伝えれば、高橋様に合った処方をもらえると説明。「内科で検査してもらってから薬どうするか決めようかな」と話されている。

＜外来情報＞

· 五日市　規様～本人様より『自分の住所がはっきりしない』と主治医へ相談されている。保　　　　　　　　　　

　　　　　　　険証の住所は岩手県のままである話され、主治医より青山荘スタッフへ相談するように伝えている。

· 関　秀治様～来週デイケアの夏祭りがある為、2週間分の処方希望され、14日分処方してい　　　

る。

· 川村　拓郎様～先週眠気が続くと訴え、レボトミン中止としているが、その後も眠気は継続　　

　　　　　　　　　しており、催眠鎮静剤の減薬希望される。主治医より催眠鎮静剤ではなく精　　　

　　　　　　　　　神神経用剤を変更してみた方がいいと提案され、本人様納得されレクサプロ中止、リフレックス処方されている。また、リフレックスで眠気が出る事がある為、スローハイムは処方中止としている。

・下栃棚　長良様～1週間前から本人様の様子がおかしいと母様が新郷村役場に相談に行かれ、本日急遽受診している。おたまを電話代わりにして使用したり、ガスの火をつけて割り箸や鉛筆をこがす等の行動があり、発言も意味不明であると母様話される。診察時も質問した内容と違う内容の話をし出したりと要領を得ない事が多く目立つ。頭部ＣＴ検査施行し、左後頭部に脳出血あり、八戸市立市民病院へ診療情報提供書作成している。

